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船体隅肉溶接部 の 曲げ圧縮強度 に及ぼす溝状腐食 の 影響

（第 2 報）　　　 一 自立型 防撓材の 場合一
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Summary

　　 Corrosion　 of 　structural 　members 　of 　ships 　is　one 　of　the 　main 　problems 　for　ship 　safety ．

In　this　 report 　 effect 　 of　grooving　on 　 static 　strength 　of 　corroded 　f皿let　 welded 　joints　for　ship 　structure 　is

investigated　with 　experimental 　resUlt 　and 　FEM 　analysis ．　Four　points 　bending（4PB ）test　was 　conducted 　with

T−shape 　specimen （TSS ）without 　bracket　plate　against 　lateral　deflection　of 　web 　plate 　and 　the　test　result 　was

compared 　with 　4PB 　test　resUlt 　using 　a 　half　size 　model 　specimen 　of 　hold　frame　of　Cape・size 　bulk　carrier （SMS ）．

It　is　main 工y　obtained 　that　in　case 　of　grooVing　in　compressive 　stress 　region 　applied 　by　bending 　moment
，
　at 　fillet

welded 　joint，　maximum 　load   curs 　at 　lateral　deflection　of 　web 　plate　and 　grooving　width 　and 　grooving　depth
effeCts 　maximum 　load．　There 　is　no 　precise 　difference　between 　4PB 　test　resUlt 　with 　TSS 　and 　that 　with 　SMS ．

There　is　precise　effect　of 　inclined　angle （209 ）on 　the 　maximum 　load　 and 　is　a　little　effect 　of　Face−shape 　on　it．

”｛ords ：
　F〃et　Melde〃 伽 t，　Corrosion，　Groo伽 9，　Local 　Streng’乃〔〜ヂShip　Structure，　Static　Strength

1 ．緒 　言

　船 舶の 経 年使用 時 の 安全性 を確保す る た め に は、船体

構造部材の 腐食衰耗 に よ る 強度低下 を正 確 に 把握 して お

く必要が ある。現在、溝状腐食 ｛グル
ー

ピ ン グ〉や孔 食 に

関す る研究を 行 っ て い る
1）
一’5 》。前前報

1）
で は、経年船

の 溝状腐食 した 溶接継手等 の 試験片を用 い た 静的強度試

験 を行 い．溝状 腐食した 隅 肉溶接部の、単純引張、単純

せ ん 断 、単 純 曲 げ応 力 状 態 で の 静的 強度 を求 め る と と も

に、腐食 衰 耗 に よ る 金属組織的な 静的強度 の 変化 は少な

く、溝状腐食 した 溶接継手 の静的強度は、溶接金属やウ

ェ ブの 残存断面 積で ほ ぼ決 る こ と等 を明 らか に した。即

ち、溝状 腐食 に よ る 隅 肉溶 接部 の 静的強度 を 検討す る 際

に は 、溶接部 に機械加工 等 に よる 溝 を有す る 試験片 を用

い た 検討が有効で ある こ とが分かっ た。また、前報
2 ）

で

は、
“
船体隅肉溶接部 の 曲げ圧縮強度 に及ぼす溝状腐食 の

影響
”

に つ い て、断面積が 1／4 とな る ケ
ープサ イズバ ル

ク キ ャ リア 倉内肋骨の 1／2部分構造 モ デル 試験体 で ウ ェ

ブ の支点 に横倒れ拘束用ブ ラ ケ ッ トが ある 場合 〔Fig．1

参照 ｝の 四 点曲げ試験結果 を報告 した。本報で は、引き続

き、長 い ホ
ー

ル ドフ レ
ー

ム の 中間部分等 を想定 し た ウ ェ

ブの 両 端部を拘束して い ない 自立型防撓材の 場合 （Fig．2

参照）の 曲げ圧縮強度 に 及ぼす 溝状腐食 の 影響 につ い て

検討 した。

　主 な検討項 目は以 下で ある。

  溝状腐 食の 程度の 影響 ：溝深 さ、溝幅

  ウ ェ ブ の 傾斜角度の 影響 ： 20
°

（一例 と して ｝

  フ ェ イ ス 形 状の 影響 ：T 型 （両側）、L 型 （片側）

Fig．1Small 　Model 　Specimen （SMS ）
2）

＊　　（財 ） 日本海事協会　技術研 究所
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Fig．2T ・Shape 　Specimen （TSS）

2 ．試験体

　本 報 で は、前報
2） と同様 に、外 板（板厚 19mm ），ウ ェ ブ

（板厚 6mm ）、フ ェ イ ス（板厚 10mm ）に KA32 鋼板を 用 い 、

溶接材料 B17 の 手溶接で 隅肉溶 接 を行 い 、　 Fig．2 に示 し

た よ う な T 字型 の 試験体を製作 した。こ の 試験体の 外板

部分 を 4 点曲げす る こ とに よ り、外板 と ウ ェ ブの 隅 肉溶

接部及 びウェ ブの 面外変形抵抗 を求 め た。こ こ に、外板

と ウ ェ ブ の 隅肉 溶接 は 連続溶接 で 、基本溶接脚長（LQ）は 4

mm と した。溝付試験体 の 場合、機械切 削 ・グラ イ ン ダ

ー
加 工 で 隅肉溶接部 に 溝加工 を行 い 、目標脚長（L）を 得た 。

溝幅（W ）は、ウ ェ ブ と外板で 同 じで 、6，15 ，30，60mm

（W 〆To＝1
，
2．5

，
5

，
10 ）と した 。 また 、外楓 溶接金属部、

一

ウ ェ ブ と も同 じ溝深 さ（D ）に 加 工 した。従 っ て 、模 擬 腐 食

部 分 の ウ ェ ブ板厚（T）は、ウ ェ ブの 元 板厚 （ro）か ら 2D を

引 い た値 で ある。こ の 溝部分の ウェ ブの 板厚 （T）は、元板

厚 の 75％ （4．5mm ）（L75 ）と 50％ （3mm ）（L50）の 2 種 類 と

し た。隅 肉溶接部の 形状 は 形取 り材で 確認 した。尚、ウ

ェ ブの 元 板厚が 6mm で 隅肉溶接 の 元の ど厚 （Ne）が約

3mm で ある こ とか ら、α 値（ウェ ブ 板厚 ÷ 溶接 の ど厚 合

計）は 1 で あ る。溶 接 の ど厚もウェ ブと同様 に減少して い

る こ とか ら、α 値 は 常 に 1で あ る。本報 で は、ウ ェ ブの

傾斜角度 の 影響を調 べ るた め の傾斜角度は 20
°

の み と

した。フ ェ イス は、両側 に 張 り出 した T 型（幅 100mm ＞、

片側だ けの L 型 （幅 56mm ＞と した。　 Fig．3 参照。

こ こ に 、試験体 No．の 添 え字は 、　 T ： 両 側 フ ェ イス 、　 L 二

片側 フ ェ イ ス 、ia ： 傾 斜継手 を そ れ ぞ れ 示 す。各 試 験 体

の 溝形状 は、実験結 果 と共 に Table　1 に ま とめ て 示 す。

　　　　　　　　　　3．実 験

3 ．1実験方 法

　実験は、100 トン試験機を用 い て 4 点曲げ試験 とし、

室 温 で 行 い 、荷 重 （P）
一

荷重点変位（HL）関係、荷重
一

ウ ェ

ブ端部付近 の横方向変位（Hw ）関係 を 計測 し た。　Photo　1

参照。
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Fig．3　Definition　of　specimens
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Photo　14 　points 　bending　test　with 　T−　shape 　specimen

3．2実験結果

　試験体は負荷とと も に 上 下 方向 に変 形 し、ウ ェ ブの 外

板側で 面外横変形 （局 部 座 屈 ）が 発生 し て 、最終 強 度（最 大

荷重）時 に、さ らに急激 に ウ ェ ブの 面外横変形 は進 行 し、

荷重は減少 して い っ た。各試験体の P−HL 関係、　 P−Hw 関

係 を Fig．4 と Fig．5 に、また 、各試験体 の 実験結果は、

Table　1 に ま とめ て 示す。

　こ こ に、Fig．4 で は、溝幅、溝深 さの 影響及び 傾斜角

度 の 影 響 を、ま た、Fig．5 で は 、特 に フ ェ イ ス の 影響 を

示 して い る 。 Photo　2 に
一

例 と して 試験体 No．B4・1の 試

験後 の 試験体全 体変形 状態 を、Photo　3 に 代表的な 試験

体の 中央 部 分 の 断面 写 真 を、そ れ ぞ れ 示す。試験後 に ウ

ェ ブが面外変形 して い る こ と が分 か る。Photo3の 試験体

No．　B4・3 の よ うに、溝端部 （白矢印）と ウ ェ ブの 面外変

形屈 曲 点 （黒 矢 印）が
一
緒 に な る の は 溝幅が元板厚の 5 倍

以上 （WTo ＝ 5，10）の 試験体 B4 ・3 と B4−6 シ リーズ，B4 ・7

シ リ
ーズで あ る。

尚、隅肉溶接部 で の 大 き な 面外変形 は 見 られ な い。
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Fig. 4 Load(P)-vertical deflection(HL) curves  and

    load(P)-lateral deflection(Hw) curves

(The eliEbct of  Wrce and  the effect of inclined angle)

Fig.5 Load(P)-vertical deflection(HL) curves

    and  load(P)-lateral deflection(Hw) curves
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  Photo 2 Specimen after  test (T. R  No. B4-1)
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Table 1 Dlmenslons  of  Groove and  test results

TPNo. FaeGroove L Max.LoadRatioefM.LlnclinedAngle

DWTW/ToT!To PmaxHpm

(kro(mm)PmaxHpmmm <%){mm)
1B4-1- mo06o1oo4Bese7199,91,Ooo1.oeo
2B4-2- -O.75154.52.5753 6337.6O.8SOO,76S
3B4-3-'O.75304,55753Effect6135,2O.S53O.525

4B4-4+-1,5631502of 6847,6O.95tOJ68

5B4-5--1,51532.5502D,W 5535O.769O.505

6B4-6.-1,53035502 3894O.541O.404
7B4-7--1,560310502 2913O,405O,303

8B4-4L20L1.5631502Effect679 O.944

9B4-5L2ooL1.51532,5502of 502O,698

1OB4-4T2ooT1.5631502Fece627O.872

ltB4-lia20. oo6o1oo4 5797O,805O,707
12B4'-'a2oo-O,75154,52.5753Effect5685.2O,790O.525

B4-4ia2oo-15631502of 5815.4O.808O.545

B4-6ia2oo.1.53035502lnclined3032.3O.421O.232
B4-71a2o"-1,560310502Angle2273.1O.316O.313

t3141516B4-4Ua

1718
20L1.5631502 576O.801

B4-5lia2ooL1,51532.5502 505O.702
B4-4Tia2oeTt,563t502 632O.879

Pmax  =  Max. Load
Hpm  =  Deflection
     at  Pmax
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Photo 　3　SeCtional　views 　of　center 　part　of　tested
speclmens

主 な 実験結果 を 以 下に 示 す。

1） 溝幅、溝深 さ の 影響

　Fig，6 に最 大荷重比 と溝幅 と の 関係 を、また、　 Fig．7

に 最 大 荷 重 時変 位 と 溝幅 と の 関 係 を、そ れぞ れ 溝幅 を横

軸 に示 す。Fig．8，　Fig．9 に それぞれ前報
2 ）

で 得 られ た 同

じ く最 大荷重比 や 最大荷重時変位 と溝幅 との 関係 を 示す 。

こ れ らの 図か ら、自立型の 場合（Fig．2 参照）も前報
2 ）

の

ウ ェ ブに横倒れ拘束があ る場合（Ng ．1参照）と同様、溝幅

が 大 き くな る と最大荷重、最大荷重時変位 と も急激 に減

少す る こ とが 分か る 。こ こ に、自立 型 の 場 合 も以 下 に示

す前報
2 ）

の 条件 と 同様の こ とが予測 され る。

  例えば、建造時 強 度の 75％ 以上 を確保す る 条件は、
“
溝部板厚 が 建造時 の 75％ （L75）で 、　 WITo＜ 10、50％

（L50 ）で、　WITo＜3
”

（ii）例 え ば、建造時（L100 ％，WOmm ）の 50％ 以上 の 最大荷

重時変位 を確保す る に は、”
溝部板厚が 、50％ （：L50）で は

ウ ェ ブ板厚 に対す る溝 幅 の 比 が 3 以 上。
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　 　Ratio　of 　Grooving−width 　to　Web−thickness

Fig．6　Effect　of　grooVing 　Width 　on 　max ．　load

　　　　（T−Shape　Specinen）
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Fig．7Effect　of 　grooVing　Width　on 　deflection
　　　 at　max ．　load（T［Shape　Specimen）
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Fig，8　Effect　of　grooVing　Width　on 　max ．　load
　　　（Small　Model 　Specimen ）

2）

◆ EXP 　L100　　　　 ◇ FEM　L100
■ EXP　L75　S／W 　　囗 FEM　L75　S／W
● EKP 　L50 　S／W 　　　OFEM 　L50　S／W
▲ EXP 　L50　S／W ／F　△ FEM 　L50　S ／W ／F
■ EXPL33S ／W

． ． 鹽． 一
．．，一一閂

「
一’一”．

．

」
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Hg ．9Effect　of 　grooving　width 　on 　de且ection

at　max ．　load（Small　Model　Specimen）2）

Table　3　Effect　of 　inclined　angle （20
°
）

Upper　side ：Ratio　of 　Max ．　Load
Lower　s ｝de：Ra廿o 　of 　Deflec匂on 　at 　Max．　Load
　　　　W ／殉

D ；（mm

012 ，5510

α81
0 （L4） 0．71

0．9
0．75 （L3） 0．69

0．5 0．780 ．78
1．5 （L2） 0，71 0．58　 1．03

2）傾斜角度 の 影響

　傾斜角度（20
°

）の 影 響 を Table　3 に 示す。隅肉溶 接 の

ウェ ブが 20
°

傾斜 した 場合 の 最大荷重 は．溝幅 W や 溝

深 さ（△T）に あま り影響 を受けず、直角隅肉溶接の場合の

O．78 か ら O．9 で ある。最大荷重時変位 は 0，58 か ら 1．03

の 範囲 に あ り、最 大 荷 重 の 場合 よ り も若干 ば らっ きが大

き い。

3） フ ェ イ ス 形 状 の 影響

　 Table　4 に 示 す よ う に、　 WTo ＝ 1 の 最大荷重 比が、フ ェ

イス が無 い 場合 ： 0．95、片側a 型）： 0．94、両側（丁 型）：

0．87 とほぼ 0．9 前後で ある こ とか ら、フ ェ イス 形状 に よ

る最大荷重の 違 い はあ ま り大 き くな い よ う で ある。

4 ）試験片変 形 状況

　 Photo　2 と Photo3で 示 し た よ う に、ウ ェ ブの 中央部 の

外 板側 で ウ ェ ブが横 方 向 に 面 外 変形 して い る が、隅 肉溶

接 部 の 変 形 は 少 な い 。ま た ．溝 幅 が 大 き い 場 合

（WITF5 ，10）に はウ ェ ブの 溝端部が面外変 形 の 屈曲点 に

な る こ とが分か る。

4 ．FEM解析

前 報
2＞

の 小 型 構 造 モ デ ル 試 験体 ウ ェ ブ の 応 力 分布 と今

Table　4　Effect　of　Face　Shape

Upper 　side ： Ratio 　of 　Max ．　Load
Lower 　 side ： Ratio　 of 　Deflection 　 at 　Max ．　 Load

　　　　W ／To

Face

0 1 2．5

10 ．95 　 　　 0．77
No 　FaceRightan 　 Ie 10 ．7 フ 0，51

Inclined20
°

0．810
．550
．94 0，7　　　　　　　　 Right

One 　 side 　 an 　 le

（L） 0．8 0．71nclined20
°

0 ．87Rightan

　leBoth 　side
　　　（T ） 0．881nolined20

°

Table　5　Mechanical 　Properties　of 　Testes　Steel

Thickness

　　恤 ｝

聖bung’SModulus

E （GPa）

Yield　Point

　　（MPa ）

　　WorkHardening

Modulus

6 205．8 404 E／85

19 205．8 346 E／70

回 の T字型試験体 ウ ェ ブの応力分布 を求め実験結果を 比

較検討す る ために 、FEM解析を行 っ た。また 、前報
2 ）

で

検討 した 中型 試験体 に っ い て 、今回 さ らに 溝部分の 板厚

が 減少 した場合の 最終強度 に及ぼす溝形状 の 影響を明 ら

か に す る ために、FEM解析を追加実施 した 。

4 ． 1 小 型試 験 体

　Fig．10に T字型 試験体 の 解析モデル を示す 。 代表的な

試験体の 弾塑 性大たわ み解析 を行 い、応力分布 を求 め た 。

初期設 計 時 を 考え 、溝 を設 け て い な い 小 型構造試験体の

応 力 分 布 を求 め た e 前 報
2 ）

と 同様 、解 析 コ
ー

ドは MSC．　Marc、

要 素は 四 節点 厚 肉シ ェ ル 要 素 〔Element　 Type　 75｝で あ る。

解析 に用 い た材料定数を Table　 5 に 示 す。初期 不 整、溶

接残留応力は 考慮して い な い 。Fig、11に、垂直応 力分布

（X方向及び Y 方向）を示す 。 こ れ らか ら、前報
2）

の 小型

構造モ デ ル （Fig．12参照 ）の 場 合の 垂 直 応 力 分布 （X方向

及 び Y 方 向）（Fig．13参照 ）と同様 に、2 点 の 荷重点 間 に

大きな圧縮応力が発生して い る こ とが分か る。尚、今 回

の試験体 で の X 方向応力分布の 圧縮応力側 の 領域は、小

型 構造試験体の 場合 よ り も ウェ ブ板 の 長手方向に 大 き く

広が っ て い る。また、荷重点の 反対側に あた る ウェ ブ板

の フ ェ イ ス側 で は、引張 の X 方向垂 直 応 力 が 発 生 して い

る こ とか ら最大荷重 に対す る フ ェ イ ス 形 状 に よ る 影響は

少な かっ た も の と考え られ る。
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Fig．10　FEM 　Model　of　T−Shape　Specimen

卩
　 ．目
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H
三．一ユlf・」

t1−n●t．．

マ　Lκ．坑，．．．
．乱．▲「，v▼o

．乳二吻　．．
（X −direction）

fk

（Y −direction）
L

Fig．11　Perpendicular　stress 　distribution

　　　　（TLShape　Specimen，　Web 　plate）

Fig．12　FEM 　Model 　of 　Small　Model 　Specimen2）

YLTbnsile1

High

　 0
←

Low

Comp ． 〔　Y−　Direction｝

Fig．13　Perpendicular 　stress 　distribution　at 　max ．10ad

　　　 （Small　Model　Specimen，　Web 　plate）
2）

4 ，2 中型試験体

　断面形 状 を 小 型 構 造 試 験 体 と 同 じに して （Fig．1 参照｝、

試験体 を長 く した 中型 構造試験体 の場合 （2 点 の 荷重点

間 を 1000mm 、2 点の 支点間を 3000mm ）、

  大 き な 曲 げ圧 縮 応 力 領 域 は 荷重点近 傍 に しか 発 生

しない 。

  全 体 が一様に曲げ変 形 して い き面外横変形 は 見 ら

れ な い 。

  溝部分が塑性変形 で きる ため、ウェ ブ板は一
様 に 塑

性変 形 し て い くこ とか ら、溝 の 影響は 少な い。

等 が 分 か っ て い る
2 ）

が、今 回、さらに 、溝部分 の 板厚が

減少した場合 につ いて FEM解析 を行い 調 査 した。解析 モ

デル 、解析条件 は 前報
2） と同 じ と した e そ の 結果を、実

験結果
2） と共 に、Table　 6 に示 す。こ こ で 、比較 に は、

一
例 と して、荷重 点 変位 （HL）が 60mmで の 荷重 P田L　60）

を用 い た。Table6か ら、
“
ウェ ブ 鋼板板厚 が 元板厚 の 33％

で 溝 幅 が 元 板 厚 の 5倍 程 度 まで
”

は 、ほ と ん ど最 大 荷重

に及 ぼす溝形 状 の 影響が見 られな い こ とが 分か る。

Table　6　Test　and 　FEM 　results 　of　Long 　Model

P（HL 　60）：Load　at　HL 　＝ 　60mm
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4 ．結　言
Table　7　Summary 　of　effect 　of　groovilg　on 　static

　　　　 strellgth 丘皿et 　welded 　joint　
2）

Grooving　at 丘皿et　welded 　jo血tStressconditionE
  tospe 。 gm σvlng

Dept　　 roovlngidtto

　ensure 　75％ o 日 s−bu　t

strength

ensl 　eYes No

Parallel　shear

（Weld　bead）
dependen  on 〔

□く 1 ：Web 　fa皿ure

Webthi　 ess 　s　 oud 　 e

larger　than　75％ of

a 曲 unt 　thickness．

orma 　s　ear 〔＞11Beadfailure　　　　　　　　　　■　層　・　巳　一　．
BendingD 〈1，4 ：Web　failure

L＞1，4 ：Bead　fa且ure
Compres6ive
by　50ur　points
bending　test

Yes
（Lateral　deO  tion｝

Yes 匯 1W

π0 く 10for 　L75 σ75）
W π D く 3　 £orL50 σ50）
wro く 1．5　 for　L33（r33）

匚1＝ ［Thickness　ofweb 　plate　Clr）】11Totai　thickness　ofthroat （2n）l
TOニ丁瓸 ckness 　of 　web 　plate　with 　m 　groov血g

T ＝ Thickness　of　web 　pla快｝at　grooving
W ＝Grooving　width ，　L＝Length　of 　leg　of 　weld 　bead，
n ；Thic  ess 　of　throat

5 ．考 察

　前報
2｝

（Thble　7 参 照 ）で 示 し た よ う に 、船体隅肉溶接

部 に 溝状腐食が存在す る場合、応力状態 （単純 引 張、単 純

せ ん 断 、単純 曲 げ、曲げ圧 縮）に より、溝深 さ や 溝幅 の 影

響 が 明 らか に異な り、単純引張、単純せ ん 断、単純曲げ

応力状態 が 考 え られ る 場 合 に は 、溝 状 腐 食 に よ る溝深 さ

即 ち溝食部の ウ ェ ブ板厚や溶接金属の ど厚 の 減少 に十分

注 意 す る 必 要 が あ る こ と、また 、曲げ圧 縮 応 力 状 態が考

え られ る 場合 に は、溝状腐食 の 深さ と と も に溝 幅 に も十

分注意す る必要があ る こ とが 分か る 。

　今回 の 研究結果か ら、曲げ圧 縮応 力状態 に ある 防撓材

の ウ ェ ブ に 横倒れ防止 の 無 い 自立 型 で も、局 所 的 に 大き

な 圧 縮応力分布が有 る場合 に は 同様 の 結果 に な る こ とが

予 測 され る。

　 また、中型構造試験体で の 解析 結 果 の よ う に、曲げが

支配的で 、局所的な面外変形 を 引 き 起 こす曲げ圧縮応力

領域が 限定的 で 小 さ い 場 合 に は、最大強度 に 及ぼす溝状

腐食 の 影響 は 少な い もの と考 え られ る。こ の こ とか ら、
“
面外曲げ変 形 を引き起 こ す 曲げ圧 縮応 力領 域 が 小 さい

場 合 に は ．構造物の 最終強度 に 及ぼす溝状腐食 の 影響は

少 な い
”

も の と考え られる 。

　 今後は、船体縦曲げ荷重下 に お ける 縦通梁 の よ う に、

完全 圧 縮応力領域 に な っ た 場合等に つ い て 調査す る。

こ の よ う に 、船 体 各 部 の 応 力状 態 や 腐 食状 態 に 対応 し た

隅肉溶接部 の 腐食予 備厚や補修基準 ・切 り替え基準 を考

え る必 要 があ る。尚、溶接残留応力 に つ い て は、今後検

討する必要が 有 る も の と考 え る e

　曲げ 圧 縮応 力状 態 に あ る 自立 型 （ウ ェ ブ に 横 倒 れ 防 止

の 無い 場合）防撓材 の 最終強度 に 及ぼす 溝 状 腐食 の 影響

に っ い て 、調査した。主な結果は以下の 通 りで あ る。

1）自立 型 防撓材 の 場合 も ウェ ブ に横倒 れ 拘 束 が あ る場

合 と 同様 の 影 響 を示 し た。即 ち、

  最終形態 は．ウェ ブの 大変形（面外横変 形）で ある。

  溝形 状（溝深 さ、溝幅）は 明 らか に 最 終強度 に 影響 を 及

ぼす。例えば、建造時強 度の 75％以 上 と した場合 、
“
溝

部板厚 が 建造時の 75％ で WtTD ＜ 10、50 ％ で WITo ＜3
”

と予 測され る。こ こ に、W は溝幅、Toは ウ ェ ブの 元板厚。

2 ）ウ ェ ブ 板の 傾斜角度は 明 らか に 最 終強度 に影響を及

ぼす。例 え ば、傾斜 角度 20
°

の 場 合 、最終強度 の 減少は

最大約 2 割で ある 。

3 ） フ ェ イス 形 状 （T 型、L 型）の 影響 は 少な い 。

4 ） 最 大 荷重 後 、ウ ェ ブは 中央部
・
外板側 で 横方向に 面

外変形 して い る が、外板とウ ェ ブ との 隅肉溶接部 で の 変

形 は少な い。

尚、実構造 で の 溝食 を 検討す る 場 合 に は、隅 肉溶 接 部の

連続性や実際の 応力状態、さ ら に溝食 の 腐食衰耗量の 不

均
一

性 を考慮す る必要が 有 る もの と考 え られ る が、こ れ

らは 今後 の 課題 と した い、
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